









































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）dans　le　no辻devant　le feu　les bras sur le marbre［．．．］
（暖炉の前にすっかりよろい戸を…いや，カーテンだ，カーテン
だ，すっかりカーテンを降ろして，光りは，光りは全然なく，暖
炉だけ，そこにすわって…いや，立ってだ，そこに，敷物の上に，
暗闇の中，暖炉の前に，肘をマントルピースの上につき，［．．．］（17）
　　　結局BoltonとHollowayの物語は，熱にうかされたうわ言のような
様子をしてはいるが精巧に工夫をされた重要な箇所なのではないか。マー
ジョリー・パーロフは，ボルトンが実は語り手の父，失踪した当人である
という説を唱える。（18）一見2つの何ら関係のない物語にみえる「父の失
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踪」と「BoltonとHolloway」はBoltonが父だとすると，父の失踪の直前
の様子らしきものまで語られていることになる。パーロフは，Boltonが自
殺の手助けを求めて（安楽死の注射？）Holloway宅を訪ねたということを
推理している。
　鍵となる語句
　　　　Boltonが語り手の父であり，　Hollowayに何らかの医学的手助けを
求めていたとすると，前述のla・trousse・surtout，　surtout　ne　pas　oublier　la
trousseはまた新たな重要性を帯びてくる。ことに，該当部分が英語版で
は短くbring　the　bagとあるだけに仏語版におけるこの箇所が目立つ。
Holloway　dit　qu’il　s’en　va，　va　pas　trainailler　toute　la　nuit　devant
un　feu　mort　foutre　non，　ga　le　d6passe，　appeler　d’urgence，垣
ous　e　surtout　surt　ut　ne　as　oublier　la　trousse，　puis　pas　un
mot，　pas　d’explication，　pas　de　chauffage，　pas　d’6clairage，　Bolton
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19＞
：〈Je　t’en　prie！JE　T’EN　PRIE！〉
Holloway　says　he’11　go，　damned　if　he’11　sit　up　all　night　before
grate，　doesn’t　understand，　call　a　man　out，　an　old　friend，　in　the
cold　and　dark，　an　old　friend，　urgent　need，　b二幽，　then
not　a　word，　no　explanation　no　heat，　no　light，　Bolton：‘Please！
　　　　　　（20）
PLEASE！’
　　　　下線部分は，英語版とフランス語版の差を明らかにするだけでな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほく，フランス語版においてはBoltonつまり父の最期を知る鍵も与えてい
るようにもとれる。
　　　　なぜこの部分は不均衡にフランス語版においては長いのか。Bolton
は鞄を持ってくるようにとこだわったのか，注射を頼むこと，ろうそくを
つけることなどとどのようにそれが関係しているのか，等様々な推理を呼
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ぶ．部分である。
　　　そして，Boltonが父だと仮定すると，物語のながれも論理的に納得
できる。最初にHenryが独白で父に呼び掛け，次にBoltonとHolloway
の話，父の話，AdaとHenryとの対話，　Addieの話，　AdaとHenry，そし
て最後に再びBoltonとHollowayの話がきて，物語全体を締めくくるのだ。
　二人称の誇張
　　　締めくくりのBolton－Holloway物語において，この二人の老人を語
り手は三人称を使って語る（Boltonが・をした，　Hollowayが・した，と
いうように）が，1箇所だけ，突如としてBoltonを二人称で呼びかけてい
る（ta　main／your　old　fist）ことをパーロフは指摘する。しかもその直後
に語り手は「お父さん！」（Father！／Pbre！）と叫ぶのである。ここに
Bolton＝父の証明を見い出すことができる。パーロフは英語版のみで証明
をしているが，さらにフランス語版と比較をすると，この部分は誇張した
翻訳になっていることがわかる。
Candle　shaking　and　guttering　all　over　the　place，　lower　now，01d
arm　tired　takes　in　the　other　hand　and　holds　it　high　again，that’s
it，　that　was　always　it，　night，　and　the　embers　cold，　and　the　glim
shaking　in　your　old　fist，　saying，　please！Please！［Pause］　（21）
La　bougie　qui　tremblote　d6goulinant　partout，　plus　bas　main－
tenant，　le　vieux　bras　fatigu6，　il　la　prend　dans　1’autre　main　et　la
relさve，　c’est　Pa，9a　a　toujours　6t69a，　nUit　noire，　cendres　froides，
bout　de　chandelles　qui　coule　sur　ta　main　tremblante　et　cette
salete　dans　ta　bouche，　Je　t’en　prie！Je　t’en　prie！（Un　temps）（22）
　　　Nightはnuit　noireと暗さが強調され，　embersは題名と同様に
cendresに置き換えられることによって，消えた火の冷たさが強調されて
いる。そして英語版ではthe　glim　shaking　in　your　handと，揺れているだ
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けのろうそくが，フランス語版の該当部分ではbout　de　chandelles　qui　coule
sur　ta　main　trelnblanteとされ，ろうそくが流れ落ちていること、手も震え
ていることが書かれている。小さな付け加えが見られるのだ。英語版で
あっさりとsayingとあるところもcette　salet6　dans　ta　boucheとされてい
る。ここで，動詞は名詞に置き換えられ，cette　salet6と軽蔑的な語り手の
判断が付け加えられている。前述の人称の問題でいえば，ここで英語版よ
り1箇所多く，再びdans　ta　boucheと二人称があらわれる。リズムとし
ても／p〃ガ〃／s〃d〃b／の連なり，特に
c’est　ga，　Ga　a　toujours　6t69a，　nuit　no辻e，　cendres　froides，　bout
de　chandelle　qui　coule　sur　ta　main　tremblante　et　cette　salet6
　　　　　　　（23）dans　ta　bouche，
は強調されていて，c’est　ga，　ga　a　toujours　6t6　gaとcette　salet6の／s／が目
－L■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上ムつ。　　　，　〃　〃　’　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿
　　　このc’est　ga，　ga　a　toujours　et6　gaを含む部分前述の1a　trousse　surtout，
surtout　ne　pas　oublier　la　trousseの2箇所は特に，フランス語に翻訳され
る時に少しずつ，しかし重要な誇張がなされている箇所といえよう。翻訳
は演出であるというアントワーヌ・ヴィテーズの言葉のように（24），誇張
のほどこされたことによってフランス語版の物語は英語版とは微妙に違っ
たものとなっている。その誇張演出は結局，統合性のないかのように見え
るこの物語の連続性を見い出すのに役立つ鍵をあたえているのだ。
　　注
（1）Henri　Meschonnic．リズム全般についてはC㍑fg娚伽が勧8（Verdier，1982年），
　　テクストを韻律で分析する方法については特に〈Histoire　et　grammaire　du　sens
　Hommage　a　Jean－Claude　Chevalier＞　（Sylvain　Auroux，　Simone　Delesalle，　Henri
　Meschonnic編，　Arrnand・Colin刊，1996年）中の同氏のアポリネールの詩の分析
　論文Prosodie，　Poeine　du　Poemeに着想を得ている。
（2）SkullscapeはLinda　Ben－Zvi，　soulscapeはRuby　Cohnによる形容。
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